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第一章 序論 

高齢期は，親しい者との死別といった孤独感を高めるとされるライフイベントが多く経験されることから，

加齢に伴い孤独感が高まることが予想される。しかし，高齢期に報告される孤独感の高さは，若い世代と

比較して同程度，もしくはそれ以下とされる。本学位論文では，加齢に伴う社会関係の変化のネガティブ

な影響が，孤独感の変化として見られない現象を “孤独感のエイジングパラドクス”とし，その関連要因を

検討することを目的とした。孤独感のエイジングパラドクスを説明する枠組みを提供する理論を概観した

結果，加齢に伴う社会的ネットワークの縮小や社会的資源の制限に対し，高齢者は外的な資源の最適化

（一次的制御方略）と内的知覚を調節すること（二次的制御方略）の 2 つの方略により対処していることが

考えられた。本学位論文では，両方略が孤独感および主観的ウェルビーイングに及ぼす影響，特に二次

的制御方略に注目し検証することを目的として，以下に示す 6つの研究を行った。 

 

第二章 日本語版孤独感尺度の検討およびその年代差 

本学位論文における中心的概念である孤独感を測定する心理尺度を検討し，国内における孤独感や

主観的ウェルビーイングの年代差を検証することを目的とした。研究 1では，UCLA孤独感尺度第 3版の

日本語版の検討を目的とし，高齢期群として高齢者大学に通う65歳以上の男女，青年期群として近畿圏

の大学に通う大学生を対象に質問紙調査を行い，高齢期群 231名(平均年齢 69.81歳, SD = 3.70)，青年

期群 309名(平均年齢 19.36 歳, SD = 1.13)を分析対象者とした。分析結果から，本尺度の日本語版の信

頼性と妥当性が確認された。研究 2では，中年期の対象を含めた別のサンプルを用いて，再現性の検証

と年齢差について検討した。青年期群(29 - 31歳)，中年期群(49 - 51歳)，高齢期群(69 - 71歳)の男女各

群 500 名を対象として，インターネット調査のデータを分析した。分析の結果，高齢期群の孤独感尺度の

得点は他の群よりも低いが，因子構造及び外的基準とした変数との相関関係に年代差は見られず，本尺

度で測定する孤独感の概念が年代で異なるとは考えにくいことが示された。 

 

第三章 一次的制御方略の効果の検討 

孤独感のエイジングパラドクスについて，一次的制御方略を反映する指標として，孤独感との関連で加

齢変化が見られるソーシャルサポートの効果，特に提供サポートに注目して検討することを目的とした。

研究 3 では，研究 1のデータを再分析し，ソーシャルサポートの受容と提供が孤独感を低減し，それによ

り主観的ウェルビーイングが高い状態に維持されるというモデルを多母集団同時分析により検証した。そ

の結果，高齢期群にのみ手段的サポートの提供が孤独感と有意に関連することが分かった（Figure1）。よ

って，高齢期において手段的サポートを提供することは孤独感を低減させる有効な手段であることが示さ

れた。 
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Figure 1.  

ポジティブ感情を従属変数としたパス解析の結果 

Note. 値は標準化係数，破線は非有意であったパスを示す，統制変数(性別，年齢，主観的健康度，

主観的経済状況)と共分散は省略，** p < .01, * p < .05 

 

研究 4では，サポートの授受について高齢者がどのような評価をしているかを詳細に検証するため，老

人福祉センターを利用する高齢者 12名を対象とし，質的研究による検討を行った。インタビューで得られ

たエピソードを，提供サポートに積極的か消極的かでカテゴリーに分類した。その結果，提供サポートの

消極的な評価に関するカテゴリーの内容から，高齢のため提供できる資源が限られ，高齢者が自身をサ

ポート資源として見なしていないことが考えられた。研究 3,4の結果から，提供サポートは心理社会的にポ

ジティブな効果が見込まれるが，提供できるサポート資源の制限や，自身が他者を支援することに抵抗を

感じるという課題点が挙げられた。 

 

第四章 二次的制御方略の効果の検討 

二次的制御方略の効果を検討するにあたり，関連する指標として独自志向性を取り上げ，孤独感，及

び主観的ウェルビーイングとの関連性を調べることを目的とした。研究 5では，“孤独感を含めたモデルの

場合，独自志向性は主観的ウェルビーイングとポジティブな関連が見られる”という仮説について，研究 1

のデータを再分析して検証した。階層的重回帰分析の結果，孤独感が含まれた Step3において，独自志

向性の高さはネガティブ感情の低さと有意に関連し（Table 1），仮説は支持された。媒介分析の結果，独

自志向性の部分媒介効果は負の値で有意であり，高齢期群の方が青年期群よりも独自志向性が高いた

めネガティブ感情が低いこと明らかとなった（Figure 2）。一方，独自志向性の高さとポジティブ感情との有

意な関連性は見られず，独自志向性の高まりに示される二次的制御方略による対処は，ネガティブ感情

を抑える機能に留まることが示唆された。 

 



Table 1.  

ネガティブ感情を従属変数とした場合の重回帰分析の結果 

Step

性別 -.06 -.06 -.02 -.03 -.02 .01

年齢 .09 .09 .07 -.04 -.03 -.02

主観的健康度 -.10 -.10 -.04 -.24 ** -.24 ** -.14 *

主観的経済状況 -.16 * -.16 * -.11 † -.10 † -.11 † -.04

居住形態 .05 .05 .03 -.01 -.01 -.01

独自志向性 .02 -.18 ** .06 -.13 *

孤独感 .49 ** .47 **

Adj R
2 .03 * .03 † .22 ** .07 ** .07 ** .23 **

⊿R
2 .00 .19 ** .00 .16 **

1 2 3

高齢期群 青年期群

1 2 3

 

Note. 値は標準化係数， ** p < .01, * p < .05, †p < .10 
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Figure 2. 

年代がネガティブ感情に及ぼす影響における，独自志向性・孤独感の間接効果 

Note. 値は標準化係数，** p < .01, * p < .05 

 

 

第五章 施設入居による社会関係の変化に対する適応過程 

第五章では一次的制御方略だけでは対処が困難であるとされる者を対象として，ライフイベントに伴う

社会関係の変化への，両方略の使用による適応過程を検討することを目的とした。研究 6 では盲養護老

人福祉施設の入居者を対象として，施設入居に伴う社会関係の変化にどの様に対応していたのかを質

的研究により検討した。施設の入居者 19 名を対象にインタビューを行い，施設入居前・入居後・適応期

（慣れたと感じた頃）・現在の各時点で施設生活について感じたこと，施設内での人間関係，家族や施設

外の人間関係について尋ねた。得られたデータをナラティブアプローチにより分析した結果，施設生活に

適応しているとされた利用者は，入居後の環境の変化に対して，外的資源の働きかけ（一次的制御方

略）から内的知覚への働きかけ（二次的制御方略）の使用へと単純に移行するのでなく，両方略を使い分



け対処することが分かった。研究 6 の結果から，周囲との関係が築けることで，一人で過ごす時間におい

ても他者との関係性を感じることができ孤独を感じないといった，両方略が相互的に関係し施設生活に適

応することが考えられた。 

 

第六章 総合論議 

本学位論文の結果から，現在の日本においても，孤独感のエイジングパラドクスが確認され(第二章)，

高齢者は他者をサポートすることで社会的活動を維持するといった一次的制御方略による対処 (第三

章)と，独自志向性の高まりに示される二次的制御方略による対処(第四章)により，加齢に伴う社会関係

の変化に適応し，主観的ウェルビーイングが維持されることが示された。また，高齢の視覚障がい者とい

った，社会的資源が顕著に制限されると考えられる者は，施設入居に伴う社会関係の変化に，両方略を

使い分けて対処していることが示され，両方略の相互的な関連が考えられた(第六章)。課題点として，孤

立状態や社会接触頻度といった客観的指標との関連が検討されていないことや，研究 6 の視覚障がい

者を対象とした質的研究の結果の応用可能性について挙げられた。今後，上記の課題に対して縦断研

究による因果関係の整理や，年齢と障がいの影響を考慮した検討を行うことで，本学位論文で示された，

加齢により社会的活動が制限されても孤独感が高まらずに生活できる状態にアプローチすることができる。

（臨床死生学・老年行動学） 


